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２０１９年度 産業機械の受注見通し 
 

２０１９年２月 

一般社団法人日本産業機械工業会 

 

 ２０１８年度のわが国経済は、１０～１２月期のＧＤＰ成長率が２四半期ぶりのプラ

ス成長となったが、１月の月例経済報告では世界景気の総括判断が２０１６年２月以来

３５ヶ月ぶりに下方修正されるなど、世界経済の減速感が増しており、先行きを楽観視

できる状況にない。 

 そのような情勢の下、２０１８年度と２０１９年度の産業機械（当工業会取扱い）の

受注見通しを以下の通り策定した。 

 

２０１８年度 

 内需は、非製造業の減少を製造業の増加が補う形となり、対前年度比１００．４％の

３兆４，１３３億円となった。 

 民需のうち製造業については、年度後半より情報通信機械、プラスチック製品製造業

が含まれるその他機械など、スマートフォン関連の需要が減速しているものの、紙・パ

ルプ、化学、石油製品、窯業土石、はん用・生産用機械、電気機械等からの自動化、高

効率化、省エネ化等の生産性向上に関する需要が増加していることから、通年では前年

度実績を上回るものと見込んだ。 

 非製造業については、流通業からの物流システムの需要増が続いているものの、電力

業の火力発電設備の需要の落ち込みにより、前年度を下回ると見込んだ。 

 官公需については、水質汚濁防止処理装置が増加するものの、ごみ処理装置の減少に

より、受注金額としては前年度とほぼ横ばいになるものと見込んだ。 

 

 外需は、地域別ではアジアが年度後半から落ち込んでいるものの、中東、ヨーロッパ、

北アメリカ、南アメリカが増加しており、機種別では石炭火力の市場の縮小によりボイ

ラ・原動機が減少したものの、天然ガス関連の化学機械の大幅増に加え、タンク、ポン

プ・圧縮機・送風機等の増加により、対前年度比１８．４％増の１兆８，１０４億円と

見込んだ。 

 この結果、内外総合では、対前年度比６．０％増の５兆２，２３７億円と見込んだ。 

 

 

２０１９年度 

 内需は、製造業の設備投資が高水準を維持し、対前年度比１．７％増の 

３兆４，７１２億円と見込んだ。 

 民需については、中国等の景気減速やＩＴ・半導体関連需要の減少を背景に輸出産業

の設備投資に慎重さが増しており、特にプラスチック加工機械等の受注環境への影響が

大きいものと思われる。 

 しかしながら、製造業から非製造業まで、国内の多くの産業では人手不足対応の設備

投資が急務となっていることから、工場の自動化、高効率化に加え、高付加価値製品の

生産能力増強に向け、幅広い産業機械の需要が緩やかに増加していくものと見込んだ。 

 なお、電力向け火力発電設備については受注環境の厳しい状況が続いているが、老朽

化対策や高効率化、燃料転換等のニーズに対応していくことで、前年度を底として、緩

やかに回復していくものと見込んだ。 
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 官公需については前年度並みとなり、自然災害に対する防災・減災など、国土強靱化

に関する需要が緩やかに増加するものの、水質汚濁防止装置やごみ処理装置といった環

境装置の更新需要がやや減少すると見込んだ。 

 

 外需は、中国経済の減速等を背景に前年度に比べ伸びが鈍化し、対前年度比６．６％

増の１兆９，３０１億円と見込んだ。 

 受注環境が好転しつつあるオイル＆ガス関連については、大型プロジェクトの成約数

が増加するとみられることから、化学機械やタンク、ポンプ、圧縮機等の需要増が続く

ものと見込んだ。製鉄機械についても、東南アジアや北アメリカを始めとする鉄鋼需要

の拡大を背景にした鉄鋼各社の設備投資水準の回復により前年度を上回るものと見込

んだ。 

 なお、世界的な石炭火力からの投資引き上げの動きがある中、火力発電関連について

は、急速な回復は見込みがたいものの、計画中の大型発電設備が予定どおり成約され、

更に天然ガスへの燃料転換や老朽化対策等の更新需要が緩やかに回復してことで、前年

度を上回るものと見込んだ。 

 他方、中国でのスマートフォン関連の需要減速の影響により、部材の製造に欠かせな

いプラスチック加工機械や搬送システム等の運搬機械、高級素材を生み出す化学機械、

水処理装置、ポンプ、圧縮機、送風機、工場の熱・エネルギー源であるボイラ・原動機

等、様々な産業機械の需要減に繋がる可能性があり、特に前年度が好調に推移していた

年度前半は多くの機種の需要の伸びを鈍化させるものと見込んだ。 

 

 この結果、内外総合では、対前年度比３．４％増の５兆４，０１３億円と見込んだ。 
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１．ボイラ・原動機 

 

２０１８年度 

 

 内需は、紙・パルプ、化学、石油製品等で自家発電用設備や産業用ボイラの需要が増

加したものの、ウェイトの大きい電力からの火力発電設備の受注減少に加え、前年に受

注した大型バイオマス発電設備の反動減もあって食品が減少していることから、対前年

度比９０．０％の８，９８６億円と見込んだ。 

 外需は、アジア、アフリカで火力発電設備の受注が減少していることから、対前年度

比８０．０％の２，８７７億円と見込んだ。 

 内外総合では、対前年度比８７．４％の１兆１，８６４億円と見込んだ。 

 

 

２０１９年度 

 

 内需は、石炭火力の新設中止等の動きが続くと思われるが、バイオマス燃料使用の自

家発電設備の需要は高水準を維持し、また、天然ガスへの燃料転換を含めた老朽火力発

電設備の更新需要が緩やかに回復していくとみて、対前年度比１０５．０％の 

９，４３５億円と見込んだ。 

 外需は、石炭火力への世界的な逆風が強まる中、既存設備の延命や、石炭から天然ガ

ス等への燃料転換を始めとした高効率の火力発電設備への更新需要等が増加している

ことから、対前年度比１１０．０％の３，１６５億円と見込んだ。 

 内外総合では、対前年度比１０６．２％の１兆２，６０１億円と見込んだ。 

 

 

２．鉱山機械 

 

２０１８年度 

 

 内需は、骨材・ガラスの需要増が続く窯業土石の能力増強・更新需要が前年度並みで

推移するものの、前年に大きく増加していた鉄鋼、鉱業が反動もあって減少しているこ

とから、対前年度比９７．５％の１８４億円と見込んだ。 

 外需は、アジア、中東の減少により、対前年度比９５．０％の４０億円と見込んだ。 

 内外総合では、対前年度比９７．１％の２２５億円と見込んだ。 

 

 

２０１９年度 

 

 内需は、オリンピック関連設備の整備が一服するものの、国土強靱化に向けたインフ

ラ整備等に伴う需要増が続き、対前年度比１００．０％の１８４億円と見込んだ。 

 外需は、東南アジアにおける地震・津波等の自然災害の減災・防災に向けたインフラ

整備の他、資源開発等に伴う需要が増加していることから、対前年度比１０５．０％の

４２億円と見込んだ。 

 内外総合では、対前年度比１００．９％の２２７億円と見込んだ。 
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３．化学機械 

（冷凍機械、環境装置のうち大気汚染防止装置と水質汚濁防止装置を含む） 

 

２０１８年度 

 

 内需は、化学や石化産業では高付加価値製品の製造設備等の新設や更新需要が増加し

ており、さらに紙・パルプ、窯業土石、鉄鋼、非鉄金属、電気機械等の幅広い業種で需

要が増加していることから、対前年度比１１０．０％の９，１４０億円と見込んだ。 

 外需は、アジア、北アメリカが増加しており、特に北アメリカでは天然ガス関連のま

とまった受注があったことから、対前年度比１８５．０％の６，６９７億円と見込んだ。 

 内外総合では、対前年度比１３２．８％の１兆５，８３８億円と見込んだ。 

 

 

２０１９年度 

 

 内需は、火力発電用の大気汚染防止装置や官公需の下水処理等の水質汚濁防止装置に

ついては前年度並みとなるものの、化学や石化産業では設備能力に余裕のない高機能品

が増えており、既存設備の高効率化等のニーズが高水準を維持していくとみて、対前年

度比１０２．５％の９，３６９億円と見込んだ。 

 外需は、世界的なエネルギー需要の増加傾向を背景にしたＬＮＧ関連投資の増加や、

新興国での人口増加・経済成長に伴う化学・石化プラントの需要の拡大により、対前年

度比１１０．０％の７，３６７億円と見込んだ。 

 内外総合では、対前年度比１０５．７％の１兆６，７３６億円と見込んだ。 

 

 

４．タンク 

 

２０１８年度 

 

 内需は、大型ＬＮＧタンクの受注は見込みがたいものの、化学、石油製品、電力から

の設備の維持・更新需要が増加していることから、対前年度比１１０．０％の 

１４０億円と見込んだ。 

 外需は、アジアでのＬＮＧ受入基地の受注増加により、対前年度比１１０．０％の 

１４３億円と見込んだ。 

 内外総合では、対前年度比１１０．０％の２８４億円と見込んだ。 

 

 

２０１９年度 

 

 内需は、電力・ガス業界からのＬＮＧタンク新設等の増加は見込みがたく、対前年度

比８０．０％の１１２億円と見込んだ。 

 外需は、アジアにおける発電方式を石炭から天然ガスへ転換する動きが広がっており、

ＬＮＧ受入基地の整備計画が増加していることから、対前年度比１２５．０％の 

１７９億円と見込んだ。 

 内外総合では、対前年度比１０２．７％の２９２億円と見込んだ。 
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５．プラスチック加工機械 

 

２０１８年度 

 

 内需は、自動車、電気機械が堅調に推移しているものの、プラスチック製品製造業が

含まれるその他製造業の落ち込みにより、対前年度比１００．０％の１，１７３億円と

見込んだ。 

 外需は、アジアが減少しており、特に中国のスマートフォン関連設備の受注減少によ

り、対前年度比９５．０％の１，４９０億円と見込んだ。 

 内外総合では、対前年度比９７．１％の２，６６４億円と見込んだ。 

 

 

２０１９年度 

 

 内需は、スマートフォン関連の部材等の生産が減少する中、前年度まで増加を続けて

いた情報通信機械やプラスチック製品関連からの需要が一服するとみて、対前年度比 

９７．５％の１，１４４億円と見込んだ。 

 外需は、中国におけるスマートフォン関連の設備投資の落ち込みにより、対前年度比

９０．０％の１，３４１億円と見込んだ。 

 内外総合では、対前年度比９３．３％の２，４８６億円と見込んだ。 

 

 

６．ポンプ 

 

２０１８年度 

 

 内需は、化学、石油製品、鉄鋼、電気機械、官公需、代理店の増加により、対前年度

比１０５．０％の２，９３６億円と見込んだ。 

 外需は、アジア、北アメリカでのオイル＆ガス関連や水利事業関連の受注増加により、

対前年度比１０７．５％の９３８億円と見込んだ。 

 内外総合では、対前年度比１０５．６％の３，８７５億円と見込んだ。 

 

 

２０１９年度 

 

 内需は、製造業の生産設備の更新需要の他、大型台風やゲリラ豪雨等に備える排水設

備の需要増加により、対前年度比１０２．５％の３，０１０億円と見込んだ。 

 外需は、アジアや北アメリカでのオイル＆ガスや水インフラ、アジアでの災害対策、

中東の石化プラントでの需要が緩やかに増加していくとみて、対前年度比１０５．０％

の９８５億円と見込んだ。 

 内外総合では、対前年度比１０３．１％の３，９９５億円と見込んだ。 
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７．圧縮機 

 

２０１８年度 

 

 内需は、化学、はん用・生産用、代理店の増加により、対前年度比１０５．０％の 

１，４９７億円と見込んだ。 

 外需は、アジア、中東、北アメリカ、南アメリカ、アフリカでの石油化学プラント向

け等で増加していることから、対前年度比１１０．０％の１，３８８億円と見込んだ。 

 内外総合では、対前年度比１０７．３％の２，８８６億円と見込んだ。 

 

 

２０１９年度 

 

 内需は、石化産業からの更新需要が続くと共に、低炭素化に向けて高効率なコンプレ

ッサの需要が幅広い産業で緩やかに増加していくとみて、対前年度比１０２．５％の 

１，５３５億円と見込んだ。 

 外需は、アジアや中東の石化プラントの需要が緩やかに増加し、また、新興国等での

工業化投資に伴う需要も増加していくとみて、対前年度比１０５．０％の 

１，４５７億円と見込んだ。 

 内外総合では、対前年度比１０３．７％の２，９９２億円と見込んだ。 

 

 

８．送風機 

 

２０１８年度 

 

 内需は、化学、鉄鋼からの更新需要が増加していることから、対前年度比１１０．０％

の２６７億円と見込んだ。 

 外需は、アジアの増加により、対前年度比１３０．０％の２０億円と見込んだ。 

 内外総合では、対前年度比１１１．２％の２８８億円と見込んだ。 

 

 

２０１９年度 

 

 内需は、鉄鋼を始めとする更新需要が緩やかに増加し、対前年度比１０２．５％の 

２７４億円と見込んだ。 

 外需は、アジアでの発電、製鉄非鉄プラントの維持・更新に伴う需要が前年度並みで

推移し、対前年度比１００．０％の２０億円と見込んだ。 

 内外総合では、対前年度比１０２．３％の２９５億円と見込んだ。 
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９．運搬機械 

 

２０１８年度 

 

 内需は、食品、化学、金属製品、自動車、電気機械、運輸・郵便等への自動倉庫やコ

ンベヤ等の物流機器の受注増加や、電力からの木質バイオマスや石炭の搬送クレーンの

増加により、対前年度比１１５．０％の３，０４７億円と見込んだ。 

 外需は、アジアの港湾設備や流通機器の需要が堅調に推移しているものの、中国のス

マートフォン関連の生産ライン向け物流機器等が年度後半から減少していることから、

対前年度比１００．０％の１，７１３億円と見込んだ。 

 内外総合では、対前年度比１０９．１％の４，７６０億円と見込んだ。 

 

 

２０１９年度 

 

 内需は、都市開発等での機械式駐車場の需要や、製造業の自動化・省力化ニーズに対

応する物流機器の需要が前年度並みを維持し、港湾・高炉等のクレーン需要が堅調に推

移するとみて、対前年度比１０２．５％の３，１２３億円と見込んだ。 

 外需は、中国におけるスマートフォン関連の投資の落ち込みが続くと思われるが、東

南アジアを中心とした食品や流通業界向けの物流関連機器の需要や、港湾設備の自動

化・省力化投資、老朽化対策等の需要が増加するとみて、対前年度比１００．０％の 

１，７１３億円と見込んだ。 

 内外総合では、対前年度比１０１．６％の４，８３７億円と見込んだ。 

 

 

10．変速機 

 

２０１８年度 

 

 内需は、鉄鋼や電力の大型設備の更新需要や、はん用・生産用機械に組み込まれる減

速機の需要が増加しているものの、情報通信機械での需要が減少していることから、 

対前年度比１００．０％の３６２億円と見込んだ。 

 外需は、ヨーロッパが増加しているものの、アジアのロボット関連などが減少してい

ることから、対前年度比１００．０％の８６億円と見込んだ。 

 内外総合では、対前年度比１００．０％の４４９億円と見込んだ。 

 

 

２０１９年度 

 

 内需は、製造業での生産設備の高度化・自動化に向けた搬送設備や精密機械等への需

要が続き、対前年度比１０２．５％の３７１億円と見込んだ。 

 外需は、中国でのロボット関連の投資減速の影響が続くと思われるものの、中国を除

くアジアや北アメリカでの物流、ＦＡ関連等の需要がけん引する形となり、対前年度比

１００．０％の８６億円と見込んだ。 

 内外総合では、対前年度比１０２．０％の４５８億円と見込んだ。 
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11．金属加工機械（製鉄機械） 

 

２０１８年度 

 

 内需は、鉄鋼の更新需要が一服しており規模の大きな受注が減少していることから、

対前年度比９５．０％の１，００６億円と見込んだ。 

 外需は、アジアが増加しているものの、北アメリカが前年度に大型設備の受注があっ

た反動もあって減少していることから、対前年度比１００．０％の７２６億円と見込ん

だ。 

 内外総合では、対前年度比９７．０％の１，７３３億円と見込んだ。 

 

 

２０１９年度 

 

 内需は、電気自動車へのシフトや自動車軽量化の流れを受け、鉄鋼業での高張力鋼板

や電磁鋼板等の付加価値の高い鋼材の生産能力増強や老朽設備の更新需要が増加する

とみて、対前年度比１０２．５％の１，０３１億円と見込んだ。 

 外需は、東南アジアやインドでの鉄鋼需要の増加を背景にした需要増や、中国や北ア

メリカでの高級鋼板の生産拠点の整備に伴う需要が増加していくとみて、対前年度比 

１０５．０％の７６３億円と見込んだ。 

 内外総合では、対前年度比１０３．５％の１，７９４億円と見込んだ。 

 

 

12．その他産業機械 

（業務用洗濯機、メカニカルシール等を含むが、中核をなすのは官公需向けごみ処理

装置である。） 

 

２０１８年度 

 

 内需は、官公需向け都市ごみ処理装置の発注量が前年度に比べると減少していること

から、対前年度比９５．０％の５，３８８億円と見込んだ。 

 外需は、アジアを中心に都市ごみ処理装置の需要が拡大していることから、対前年度

比１２０．０％の１，９７８億円と見込んだ。 

 内外総合では、対前年度比１００．６％の７，３６７億円と見込んだ。 

 

 

２０１９年度 

 

 内需は、官公需向け都市ごみ処理装置の更新需要が続くものの、前年度に比べると発

注量としては下回るとみて、対前年度比９５．０％の５，１１８億円と見込んだ。 

 外需は、東南アジア等での廃棄物の埋立処理場の逼迫や、廃棄物発電の事業化に関す

るニーズの高まり、中国における資源循環型の社会システム構築等、ごみ処理装置の需

要は緩やかに増加するとみて、対前年度比１１０．０％の２，１７６億円と見込んだ。 

 内外総合では、対前年度比９９．０％の７，２９５億円と見込んだ。 
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